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昭和１００年の節目に甦る「マジソン・バッグ」伝説

昭和の大ヒット商品の開発秘話をご紹介します
～入館料無料のミュージアム 「世界のカバン博物館」 にて展示中～

推計 20,000,000 個販売

NEWS RELEASE

バッグメーカーのエース株式会社 （本社 : 東京都渋谷区 代表取締役社長 : 森下 宏明　以下、 エース） より、 推測

2000 万個を販売した昭和の大ヒット商品 「マジソン ・ バッグ」 の開発秘話やエピソードをご紹介させていただきます。

「マジソン ・ バッグ」 は、 エースが運営する入館料無料のミュージアム 「世界のカバン博物館」 （公益財団法人 日本

博物館協会登録） にて、 現物の展示も行っております。

● マジソン・バッグ開発背景

昭和 40 年代、 ファッショントレンドを牽引していたのは団塊世代でした。

米国型民主主義教育を受けた彼らは、 アメリカンカジュアルに強い関心を

持ち、 自由で肩の凝らないスタイルを好んでいました。

昭和 42 年～ 43 年頃には、 アメカジが定着し、 横文字 （英文字） の入っ

たトレーナーやスタジャンが数多く出回るようになりました。

こうした背景の中、 昭和 43 年に日本初の横文字入りカバンとして登場した

のが、「マジソン・スクエア・ガーデン・バッグ」、通称 「マジソン・バッグ」 です。

● マジソン・バッグ開発秘話

エースの開発部では、 若者向けの新しいバッグを開発すべく挑戦を続けて

いました。 その中で、 「ベーシックなスポーツバッグに横文字をプリントする」

というアイデアが生まれました。 「ただ意味のない英文字ではなく、 誰もが

憧れる場所をデザインに取り入れよう」 と考えた開発部部長は、 プロレスの

殿堂である 「マジソン・スクエア・ガーデン」 に着目しました。 この場所は、

当時、 野球と並んで人気を誇ったプロレスの夢の舞台でした。

バッグ前面に大きく 「MADISON SQUARE GARDEN」 とプリントを施し、 そ

の下に、 ボクシング、 レスリング、 フットボールとアメリカを代表するスポー

ツ名があしらわれました。

…よく考えれば、 マジソン ・ スクエア ・ ガーデンでフットボールができるわけ

がないのですが、 そこは、 大らかな昭和時代ならではのご愛嬌です。

● 2000 万個販売という伝説

「マジソン ・ バッグ」 は中 ・ 高校生の間で通学用として人気を集め、 昭和 48 年頃には全国的に品不足を引き起こす

ほどの大ブームとなりました。 人気の高まりと共に模倣品も出回り、 本物か偽物かが学生の間で話題となることもあり

ました。 昭和 53 年までの 10 年間でエース社製だけで 1,000 万本、 類似品を含めると推測 2,000 万本以上が市場に

流通しました。 当時の日本の人口が約 1 億人なので、 単純計算すれば 5 人に 1 人が持っていたと言えるかもしれま

せん。

● 昭和のカバンが入館無料で見られる「世界のカバン博物館」

エースが運営する入館料無料の 「世界のカバン博物館」 では、 当時の 「マジソン ・ バッグ」 をはじめ、 昭和 45 年

の大阪万博参加を記念し製造された 「万博バッグ」 や、 日本初の国内一貫製造スーツケース 「デボネア」 を展示し

ています。 また、 都電車掌鞄や国鉄救急用鞄など、 昭和を彩った数々の鞄をご覧いただけます。

 

【世界のカバン博物館】
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【世界のカバン博物館】

＜万博バッグ＞ ＜デボネア＞

世界五大陸、 約 50 カ国より収集された希少価値の高いコレクショ

ンをはじめ、 カバンの歴史、 文化に触れることができるカバンの

博物館です。 カバンの歴史を学べるコーナーのほか、 世界のカ

バンコレクションでは世界中から集められた約 700 点以上の珍しい

カバンや希少価値の高いバッグを収蔵 ・ 展示しています。 また、

思い出のカバンや歴史に立ち会った逸品として、 著名人より寄贈

された愛用のバッグも多数展示。入館料無料でご覧いただけます。

https://www.ace.jp/museum/

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】
エース株式会社 （渋谷区神宮前 1-4-16） マーケティング部　森川泉
TEL ： 03-5843-0607　　FAX ： 03-5843-0608
MAIL ： i-morikawa@ace.jp　

■ エース株式会社　会社概要

1940 年に創業したバッグ総合メーカー。 1953 年には当時 「バッグの一大革命」 といわれたナイロン製バッグを

日本で初めて開発。 マジソンバッグをはじめ、 数々のヒット商品を輩出しています。 また 1964 年より国内での

スーツケース製造を開始し、 半世紀以上にわたり国内で厳しい品質管理のもとスーツケースを製造しています。

https://www.ace.jp/

社名　　 ： エース株式会社　ACE Co.,Ltd.

創業　　 ： 1940 年 1 月 1 日

資本金　 ： 14 億 1000 万円

代表者　 ： 代表取締役社長　森下宏明

従業員数 ： 1,112 名 (2023 年度 ・ 連結 )

事業内容 ： 旅行バッグ、 スーツケース、 ビジネスバッグ、 スポーツバッグ、 ファッションバッグ、 旅行小物、

　　　　　 スポーツ用品、 衣料用品、 生活雑貨、 防災用品、 アウトドア用品、 ペット用品、 カー用品などの製造卸

売上高　 ： 313.0 億円 (2023 年度 ・ 連結 )

URL　　  ： https://www.ace.jp/

系列会社 ： エースラゲージ株式会社、 エース物流サービス株式会社、 エースサービス株式会社、

　　　　 　株式会社エーストレーディング、 エース商事株式会社、

　　　　　 Zero Halliburton Inc.、 大峽製鞄株式会社、 上海西郊愛思箱包有限公司、

　　　　　 ACE ITALIA S.R.L、 ACE HONG KONG LUGGAGE CO.,LTD.、

　　　　　 ACE BAGS & LUGGAGE TAIWAN CO.,LTD.、 ZERO HALLIBURTON(China)CO.,LTD.

【東京本社】 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 1-4-16　神宮前 M-SQUARE

【大阪本店】 〒541-0059 大阪市中央区博労町 4-5-2


